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筋－骨格モデル解析法を用いたバドミントン競技の
オーバーヘッドストローク時の推定筋活動
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した（年齢：18.5 ± 0.5 歳、競技経験：11.8 ± 0.8 年、










スピード 1/1500 秒）8 台を用いて撮影した。撮影
範囲は、バドミントンコート内のセンターライン
とバックバウンダリーラインの接点から左右 1m、
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